
一
月
二
十
一
日
の
中
央
理
事
会
は
、

昨
年
一
月
の
中
央
理
事
会
と
は
違
っ
て

五
〇
万
署
名
へ
の
意
欲
の
か
っ
て
な
く

み
な
ぎ
っ
た
理
事
会
で
し
た
。

昨
年
の
理
事
会
で
は
、
秋
田
県
本
部

の
五
〇
万
署
名
実
現
へ
の
実
践
的
経
験

が
報
告
さ
れ
、
五
〇
万
署
名
は
遠
い
目

標
で
な
く
、
実
現
可
能
な
活
動
目
標
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
全

同
盟
規
模
の
実
践
と
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

し
か
し
今
年
の
理
事
会
で
は
、
六
〇

％
の
年
内
目
標
へ
の
活
動
と
奮
闘
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
的
に
は
、
秋
田

８２
％
、
青
森
、
千
葉
４４
％
、
茨
城
４２
％
、

新
潟
４０
％
、
福
岡
、
沖
縄
３７
％
な
ど
で

し
た
が
、
昨
年
と
違
っ
て
多
く
の
県
で

支
部
が
６０
％
目
標
を
達
成
し
、
県
本
部

の
な
か
の
活
動
経
験
で
五
〇
万
目
標
達

成
へ
の
実
践
的
確
信
を
つ
か
ん
で
い
ま

す
。ま

た
、
戦
後
初
め
て
の
重
武
装
の
自

衛
隊
を
ア
メ
リ
カ
の
侵
略
戦
争
と
占
領

地
へ
の
派
兵
、
「
国
民
保
護
法
案
」
の

今
国
会
成
立
、
改
憲
日
程
を
具
体
化
す

る
「
国
民
投
票
法
案
」
を
国
会
に
提
出

す
る
と
い
う
策
動
が
つ
よ
ま
る
情
勢
の

な
か
で
、
五
〇
万
署
名
の
意
義
と
同
盟

の
役
割
は
深
く
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

国
賠
要
求
の
犠
牲
者
が
生
命
を
か
け

て
た
た
か
っ
た
活
動
の
成
果
が
生
き
て

い
る
、
平
和
と
基
本
的
人
権
の
憲
法
が

改
悪
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
き
、
ま

さ
に
同
盟
の
役
割
は
つ
よ
ま
っ
て
お

り
、
全
同
盟
会
員
の
奮
闘
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

署
名
活
動
を
通
じ
て
「
ふ
た
た
び
侵

略
戦
争
と
暗
黒
政
治
を
許
さ
な
い
」
世

論
を
ひ
ろ
め
る
こ
と
は
、
イ
ラ
ク
派
兵

に
反
対
し
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
多
く

の
国
民
の
運
動
を
励
ま
し
、
つ
よ
め
て

い
く
政
治
的
意
義
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
犠
牲
者
へ
の
国
賠
要
求
実
現

を
め
ざ
し
、
ね
ば
り
づ
よ
く
活
動
し
て

き
た
同
盟
に
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
役

割
で
あ
り
ま
す
。

五
〇
万
署
名
の
達
成
は
、
国
賠
要
求

実
現
に
明
る
い
展
望
を
ひ
ら
く
こ
と
と

な
る
で
し
ょ
う
。

（
同
盟
副
会
長
・
組
織
部
長
神
戸
照
）

署名活動推進ニュース
治安維持法犠牲者国家賠償要求同盟 編集発行人中西三洋

〒１１３―００３４ 東京都文京区湯島２―４―４ 平和と労働センター、全労連会館
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新
春
中
央
理
事
会
は
、
今
年
こ
そ
五
〇
万
署
名

実
現
へ
の
強
い
意
志
を
固
め
ま
し
た
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二
万
の
目
標
に
昨
年
末
で
８２
％
に
到
達

秋
田

昨
年
に
続
い
て
、
全
国
の
先
進
を
き

っ
て
い
る
秋
田
支
部
は
、
一
四
、
〇
〇

〇
の
目
標
に
一
〇
、
九
二
五
に
な
っ
て

い
る
。

支
部
の
署
名
活
動
は
、
昨
年
の
「
署

名
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
の
「
不
屈
」
号
外
が
送
ら
れ
て

き
た
時
点
か
ら
、
「
不
屈
」
号
外
と
署

名
訴
え
の
「
支
部
ニ
ュ
ー
ス
」
配
布
で

始
ま
っ
た
。
「
支
部
ニ
ュ
ー
ス
」
配
布

時
に
は
、
必
ず
声
を
か
け
る
こ
と
を
運

動
化
す
る
努
力
を
し
て
き
た
。
労
働
組

合
等
団
体
に
は
、
「
不
屈
」
号
外
と
署

名
用
紙
を
持
っ
て
、
お
礼
と
お
願
い
の

訪
問
に
、
六
月
か
ら
八
月
に
一
〇
五
団

体
を
回
っ
た
。
訪
問
の
お
願
い
の
と
き

は
、
一
ヵ
月
ほ
ど
で
集
約
に
来
る
こ
と

を
約
束
し
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
約
束

の
一
週
間
ほ
ど
前
に
電
話
連
絡
を
と

る
。こ
こ
で
は
署
名
の
取
り
組
み
状
況
、

署
名
用
紙
の
紛
失
な
ど
を
確
か
め
、
訪

問
す
る
時
間
を
決
め
る
、
集
約
訪
問
は

八
月
か
ら
十
二
月
中
に
終
わ
っ
た
。

支
部
三
役
会
議
、
幹
事
会
で
は
月
別

目
標
と
取
り
組
み
、
到
達
情
況
を
毎
月

の
会
議
で
点
検
、
討
議
し
、
そ
の
内
容

は
、
「
支
部
ニ
ュ
ー
ス
」
で
全
会
員
に

組
織
配
布
す
る
こ
と
で
、
方
針
を
全
会

員
へ
徹
底
す
る
指
導
を
強
め
て
き
た
。

こ
の
系
統
的
な
努
力
に
よ
っ
て
、
会
員

は
常
時
署
名
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。

ま
た
十
一
月
十
四
日
は
、
『
治
安
維

持
法
と
現
代
』
誌
を
テ
キ
ス
ト
に
学
習

会
を
開
い
て
、
戦
後
補
償
立
法
運
動
の

明
る
い
展
望
を
学
ん
で
い
る
。

大
曲
仙
北
支
部
で
は
、
事
務
局
員
全

員
が
十
一
月
十
七
日
に
泊
り
込
み
会
議

を
持
ち
、
自
主
目
標
の
年
内
総
達
成
へ

の
深
い
意
思
統
一
を
し
て
活
動
を
推
進

し
た
。
こ
の
会
議
時
点
で
支
部
は
自
主

目
標
の
７１
％
に
到
達
し
て
い
た
。

秋
田
県
で
は
六
九
市
町
村
議
会
で

「
意
見
書
」
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
寺
、
院
へ
の
団
体
署
名
申
し
入

れ
活
動
の
中
で
、
今
年
は
国
賠
署
名
に

積
極
的
に
協
力
の
寺
、院
も
出
て
い
る
。

県
本
部
理
事
会
が
先
頭
に
立
っ
て

福
岡

県
の
二
〇
、
〇
〇
〇
目
標
に
３６
・
８

％
の
到
達
。
直
方
支
部
は
年
内
目
標
６０

％
を
達
成
し
て
い
る
。

十
一
月
十
七
日
、
第
四
回
県
本
部
理

事
会
で
、
年
内
６０
％
目
標
に
対
し
到
達

１４
％
と
遅
れ
て
い
る
問
題
で
真
剣
に
討

議
が
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
県
段
階
の

労
働
組
合
、
民
主
団
体
に
署
名
協
力
申

し
入
れ
を
決
め
て
い
た
が
、
県
本
部
理

事
会
、
と
く
に
事
務
局
が
県
段
階
の
主

要
な
団
体
に
足
を
運
ん
で
い
な
い
こ
と

が
、
署
名
の
立
ち
遅
れ
の
原
因
の
ひ
と

つ
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
た
。

こ
の
県
本
部
理
事
会
確
認
に
も
と
づ

き
、
橋
本
事
務
局
長
は
十
一
月
二
十
日

十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
、
雨
の
中
を

一
日
中
、
訪
問
し
、
十
六
団
体
に
協
力

を
お
願
い
し
た
。
事
務
局
、
理
事
は
分

担
し
て
団
体
を
訪
問
し
た
。

建
設
労
組
本
部
で
は
委
員
長
、
書
記

長
と
話
し
合
い
、
二
十
八
日
の
執
行
委

員
会
に
出
席
し
て
署
名
協
力
を
訴
え
る

こ
と
に
な
っ
た
。
組
合
の
中
に
は
二
三

支
部
あ
る
の
で
、
団
体
署
名
用
紙
と
国

賠
署
名
用
紙
一
〇
〇
枚
が
要
請
さ
れ
、

送
っ
た
。

県
本
部
で
は
理
事
会
討
議
と
確
認
の

活
動
を
、
「
国
会
請
願
署
名
、
会
員
拡

大
推
進
速
報
」
N O.
１
は
「
不
屈
」
と
同

封
で
六
支
部
、
県
直
属
の
会
員
二
七
〇

名
、
「
不
屈
」
読
者
（
主
と
し
て
議
員
）

の
一
三
〇
名
の
計
五
〇
〇
名
と
二
〇
〇

の
県
段
階
の
労
働
組
合
、
民
主
団
体
に

発
送
し
て
い
る
。

こ
の
速
報
は
、
県
本
部
、
理
事
会
、

事
務
局
の
討
議
・
確
認
事
項
と
、
「
支

部
短
信
」
と
し
て
県
本
部
に
届
い
た
支

部
の
活
動
の
情
況
、
直
属
会
員
の
活
動

短
信
な
ど
が
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い

る
。直

方
支
部
は
四
、
〇
〇
〇
の
目
標
で

年
内
二
、
四
〇
〇
を
達
成
し
た
。
団
体

署
名
は
一
〇
〇
団
体
を
こ
え
、
全
建
労

直
方
支
部
と
七
分
会
を
は
じ
め
三
〇
団

体
の
署
名
を
集
約
し
て
い
る
。

福
岡
支
部
第
四
チ
ー
ム
は
年
内
目
標

５３
％
を
達
成
し
て
い
る
。
こ
の
チ
ー
ム

は
目
標
一
、
二
〇
〇
で
六
三
七
を
集
約

し
て
い
る
。
支
部
と
し
て
は
昨
年
十
一

月
か
ら
十
二
月
に
四
〇
団
体
を
訪
問

し
、
こ
の
中
で
国
賠
署
名
一
、
七
〇
〇

が
集
ま
り
、
団
体
と
し
て
も
国
賠
署
名

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
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出
足
早
く
全
会
員
活
動
め
ざ
し

鳥
取

四
、
〇
〇
〇
の
目
標
に
現
在
４３
・
４

％
の
到
達
で
あ
る
が
、
東
部
支
部
は
昨

年
末
６０
％
の
目
標
を
突
破
し
て
前
進
し

て
い
る
。
支
部
は
出
足
早
く
を
目
指
し

て
八
月
中
に
署
名
用
紙
を
会
員
に
届

け
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
ま
で
に
３０
％

の
目
標
で
活
動
し
、
２３
・
６
％
ま
で
推

進
し
た
。
全
会
員
へ
の
「
訴
え
」
の
届

け
、
電
話
連
絡
な
ど
の
努
力
で
、
４０
％

の
同
盟
員
が
活
動
に
参
加
し
た
。
選
挙

中
も
活
動
を
休
ま
ず
、
会
長
は
じ
め
力

あ
る
会
員
は
対
話
活
動
の
中
で
署
名
を

進
め
、
個
人
の
署
名
で
は
会
長
が
ト
ッ

プ
で
進
ん
で
い
る
。
特
に
女
性
部
の
会

員
が
力
を
発
揮
し
て
、
署
名
推
進
に
大

き
な
影
響
を
あ
た
え
て
い
る
。

活
動
す
る
こ
と
で
、
情
勢
が
同
盟
の

活
動
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
実
感
さ
れ

て
、
同
盟
員
の
自
覚
的
活
動
を
強
め
て

い
る
。

危
険
な
情
勢
を
伝
え
る
活
動
の
中
で

青
森

五
、
〇
〇
〇
の
目
標
で
５０
％
に
到
達

し
て
い
る
。
若
い
人
の
間
で
戦
争
の
体

験
を
話
す
の
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

民
青
の
高
校
班
の
要
請
で
「
治
安
維

持
法
体
制
と
戦
争
」
に
つ
い
て
話
を
し

た
。最

近
ア
メ
リ
カ
の
未
公
開
で
あ
っ
た

文
書
が
公
開
さ
れ
た
が
、
青
森
の
共
産

党
、
労
働
組
合
の
活
動
ま
で
詳
し
く
書

か
れ
た
ア
メ
リ
カ
軍
の
調
査
記
録
が
出

て
き
た
。い
ま
Ｆ
１６
機
の
三
沢
基
地
は
、

バ
グ
ダ
ッ
ド
へ
の
先
兵
の
役
割
を
果
し

て
い
る
。

戦
争
は
必
ず
基
本
的
人
権
を
侵
害

し
、
抑
圧
す
る
政
治
が
と
も
な
っ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
危
険
な

今
の
情
勢
を
大
衆
に
認
識
し
て
も
ら

い
、
そ
の
中
で
五
〇
万
目
標
を
達
成
し

た
い
。

今
同
盟
が
力
を
発
揮
す
る
と
き

新
潟

一
五
、
〇
〇
〇
の
目
標
で
４０
％
に
到

達
し
て
い
る
。
昨
年
は
一
五
、
〇
〇
〇

の
目
標
に
９３
％
ま
で
迫
り
な
が
ら
目
標

を
実
現
で
き
な
か
っ
た
悔
し
い
経
験
か

ら
、今
年
こ
そ
は
と
取
り
組
ん
で
い
る
。

新
潟
、
長
岡
市
等
県
内
の
八
つ
の
市
で

の
「
意
見
書
」
採
択
と
い
う
情
勢
の
発

展
の
な
か
で
、
同
盟
の
役
割
も
強
ま
っ

て
い
る
。
県
本
部
で
は
「
再
び
侵
略
戦

争
と
暗
黒
政
治
許
さ
ぬ
」
活
動
を
広
げ

強
め
る
の
は
、
ま
さ
に
今
が
そ
の
時
で

あ
り
、
今
こ
そ
同
盟
の
出
番
だ
、
の
意

思
統
一
で
活
動
を
進
め
て
い
る
。
幹
事

が
分
担
し
て
一
一
の
支
部
の
活
動
を
前

進
さ
せ
る
努
力
を
し
て
い
る
。

幹
事
が
先
頭
に
た
っ
て
会
員
拡
大

京
都

県
本
部
幹
事
会
で
、
同
盟

が
民
主
勢
力
に
と
っ
て
必
要

か
ど
う
か
を
毎
回
の
幹
事
会
で
討
議
。

そ
の
な
か
で
京
都
の
政
治
勢
力
の
な
か

で
小
さ
く
て
良
い
の
か
ど
う
か
を
討
議

し
た
結
果
、
幹
事
一
人
が
五
名
の
同
盟

員
を
拡
大
す
る
こ
と
を
決
め
て
、
毎
回

そ
の
結
果
を
報
告
し
あ
う
こ
と
で
六
〇

名
を
拡
大
し
た
。
さ
ら
に
若
い
人
に
同

盟
員
の
拡
大
を
話
し
合
っ
て
い
る
。

福
岡

大
牟
田
支
部
、
一
四
名
の

同
盟
員
拡
大
、
支
部
は
総
会

後
一
ヵ
月
で
一
四
名
の
新
会
員
を
迎
え

入
れ
た
。
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
訴
え
た
い

二
十
数
名
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号

の
一
覧
表
を
持
っ
て
、
四
〇
名
の
会
員

め
ざ
し
意
欲
的
に
活
動
し
て
い
る
。
国

賠
署
名
も
こ
の
活
動
の
中
で
３０
％
に
到

達
し
て
い
る
。
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国会請願署名目標と実績
到達

１７０
４５
５０
２８
７１
０
２５
３１
２８７
３８
８１
２３５
７７
５２
６５５
２３３
２００
１５
１０７
３０
１３９
４５
２１８
８５
４４０
０
１２４
１３
１９２
７３
１１４
１９
１５５
７０
１４３
１７
３４
０
５０
３３３
４２
１４
３０

３０
２７
３３

４，８７３
〈２００３年２月３１日現在調〉

団体目標
１，０００
５００
２５０
２００
２５０

２００
１５０
２，０００
３００
４００
４００
２００
４００
９００
１，０００
６００
１５０
２５０
１００
４００
４００
５００
３００
２，５００
５００
６００
２００
１，０００
２００
７００
３００
４００
３００
４００
５００
３００
１００
２００
７００
３００
１００
２００

３００
５００
２００

２１，１５０

到達
１２，６１６
５，８３５
３，５１１
２，２６７
２，５５２
１３０
２７２
６３５

１２，５５６
５７９
６０８
３，２１０
３９６
２，２６４
１７，５１３
８，８１２
６，０００
１５０
５６０
１２０
２，０３７
１，２３１
２，８５８
９１０
８，１４０
３，１００
３，１６９
１２０
３，２９８
４０７
２，１８１
２７８
１，７２４
５５４
１，３４５
１，８１２
１，０３６
１００
１８０
７，０１０
９６４
５５２
６６０

２００
６８１
３７０

１２５，４１２

個人目標
５０，０００
２０，０００
１０，０００
５，０００
６，０００

２，０００
３，０００
５０，０００
５，０００
６，０００
１０，０００
１，０００
５，０００
２０，０００
３０，０００
１５，０００
１，５００
３，０００
１５，００
１０，０００
１０，０００
１２，０００
６，０００
６０，０００
１０，０００
１５，０００
４，０００
１５，０００
５，０００
１０，０００
５，０００
４，０００
５，０００
５，０００
５，０００
６，０００
５，０００
２，０００
２０，０００
３，０００
５，０００
５，０００

４，０００
６，０００
１，０００
４８２，０００

東 京 都 本 部
神 奈 川 県 本 部
埼 玉 県 本 部
千 葉 県 本 部
茨 城 県 本 部
栃 木 県 本 部
群 馬 県 本 部
山 梨 県 本 部
北 海 道 本 部
福 島 県 本 部
宮 城 県 本 部
山 形 県 本 部
岩 手 県 本 部
青 森 県 本 部
秋 田 県 本 部
長 野 県 本 部
新 潟 県 本 部
富 山 県 本 部
石 川 県 本 部
福 井 県 本 部
静 岡 県 本 部
愛 知 県 本 部
岐 阜 県 本 部
三 重 県 本 部
大 阪 県 本 部
京 都 府 本 部
兵 庫 県 本 部
奈 良 県 本 部
和 歌 山 県 本 部
滋 賀 県 本 部
岡 山 県 本 部
広 島 県 本 部
鳥 取 県 本 部
山 口 県 本 部
島 根 県 本 部
高 知 県 本 部
香 川 県 本 部
愛 媛 県 本 部
徳 島 県 本 部
福 岡 県 本 部
熊 本 県 本 部
長 崎 県 本 部
大 分 県 本 部
佐 賀 県 本 部
宮 崎 県 本 部
鹿 児 島 県 本 部
沖 縄 県 本 部
合 計
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